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1. 課題内容 
教育実習中の教育実習生に対するインタビューの動画データに基づいてトランスクリプ

トを作成し、分析を行う。その際に、動画データとして 1 分以上のトランスクリプトを作
成の上、静止画を摘出する。 

 
2. インタビュー内容 
インタビューは、子どもにとって良い教師とはとの問いかけから始まる。教育実習生（以

下Ｓ）は、「まともな人間、対処能力のある人、知的な感覚を持っている人」という回答を

行う。「知的な」という発言に対してインタビュアー（以下Ｉ）は、「小学校段階では体を

動かすことが大事ではないか」と疑問を投げかける。Ｓは「知的な人というのは勉強も運

動もできる人である」と答える。その後 Iが「小学校の発達段階により対応を考えていく必
要がある」との話題提供を行い、Sは話し方の違いや、高学年に対する叱り方と低学年に対
する叱り方の違いについて言及する。Ｓの「低学年には優しい先生という印象が大事だ」

との発言に対し、Iは小１プロブレムを例にあげ、低学年児童を甘やかすことに対して危惧
する。Ｓが「甘えの裏に無知がある」という発言を行った直後から、トランスクリプトを

作成し、分析する。 
 

3. トランスクリプトと静止画 
3-1. トランスクリプトの条件 
 引用データ：教育実習生に対するインタビュー 
 引用時間：00時 05分 20秒～00時間 0７分 10秒 
 登場人物：教育実習生（Ｓ）、インタビュアー（Ｉ） 
 
3-2. トランスクリプト 
                                  

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：叱ると怒るは違うでしょ？           うん うん 

  （（体を Iに向けている）） 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ    

Ｉ：                    

               （（目を瞑り、軽くうなずく））                        

                                          

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：叱るっていうのは甘えと：（．）相互的に：作用してるから      

 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ    

Ｉ：                          

                           （（軽く 2度うなずく））               
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  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

S：そりゃあ（．）し叱らなあかんとは思うよ？でも怒るっていうのはまた別問題で 

 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ上上上ＳＳＳＳＳ下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下    

Ｉ：                  うん  

                                 （（軽くうなずく））         

                                          

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：それはやっぱ高学年にしていかんとあかんと思う 

                        （（うなずく）） 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ    

Ｉ：                         うんうん（２．５）どっちが？ 

                   （（口を尖らせる））     （（身を乗り出す））             

                                          

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：だから怒ることは：高学年にして：ね（．）甘えとか叱るっていうのは：低学年にする 

      （（体を前後に揺らしながら）） 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ下下下下上上上上上上上上上上    

Ｉ：              

                                          

                                          

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ： 

 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ    

Ｉ：怒ると叱るはどう違うっていう定義するんですか？        

                              

                                                      

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：怒ると叱る？何であかんのかを：（．）丁寧に：説明するのが：叱る（．）で：自明的なことを：指導するのが：怒る 

         （（目を見開きながら）） 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ下下ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ下下    

Ｉ：                                        うん 

               （（軽くうなずく））            （（眉をひそめる））               

                                                      

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：やっぱり社会で：ね？あの（０。５）社会に出て行くと：おかしいんちゃうかっていうこと 
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  下下下下下下下下ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ    

Ｉ：                     

                         （（うなずく））（（あごを上げる））                 

                                            

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：を：ね：？社会で自明としてされているから：どうしてもその：  

 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ    

Ｉ：                     

                            

                                          

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：あの：社会性を持たすには： 一つの軸を持っとかんとあかんから： 

 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ下下下下下下下下    

Ｉ：                                 

     （（あごを上げる））                  （（口を尖らせる））         

                                              

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：           うん 

            （（うなずく））      （（うなずく））  （（うなずく）） 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ    

Ｉ：.ｈｈあたしが思ったんは：え：怒るっていうのんは：自分の感情とかで：怒るっていうんで： 

 

                                              

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：                            あ：：： 

                      （（うなずく））      （（口を動かす）） 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ    

Ｉ： 叱るっていうのんは：相手のためを思って：言ってあげるっていうのんが叱るかなって 

             

                                                  

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ右右右右ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ： 

 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ    

Ｉ：思ったんですけどだから教育やったら：全部怒る（ ）全部叱るになるんじゃないかなって思ったから：              
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  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：     

     （（うなずく）） 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ    

Ｉ：高学年で：は怒るになるっていうのは何でなんだろうって（．）思って   

            

                                          

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：だ：あの教師にとって：感情的になることって絶対ない（．） 

 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ    

Ｉ：           

                                                                               

                                          

  ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ 

Ｓ：ないようにしなあかんと思う（．）だから 

                                 

  ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ下下ＳＳＳＳＳＳＳ    

Ｉ：                  だから叱るじゃないん？   

                                  

                          
3-3. 静止画 

 
図１ 登場人物【Ｓ（左）とＩ（右）】     図２ Ｉ（右）によるＳ（左）への質問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

身を乗り出している 
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4．分析結果 
4-1.  引用データ選択理由 
 Sの意見について Iが理解できないことを Iが質問する場面を分析することによって、ど
のようにしてＳが自分の意見を相手に説明し、納得させるのかを見ることができると思い

選択した。 
 
4-2.  自己分析 
 ＩはＳの説明を理解できないで、質問をする前に口を尖らせている。Ｉが S に質問をす
ると、Sは体を揺らしながら、より言葉を強調し、短い文節に区切って説明をした。これに
より、より相手の理解を促そうとしている姿がうかがえる。それに対してＩはまだ納得が

いかずに自分の考えを提示する。それについて S が意見しようとするとすかさず I は自分
の質問を投げかけた。この行動により I は S の説明に納得がいっていないことがわかる。
するとＳは目を見開きながら、より強調した口調で、短い文節に区切り回答した。Ｓは語

尾をのばすことでＩのうなずきを促している。Ｉははじめはうなずいて聞いているが、眉

をひそめたり、下を向いたり、あごを上げたりして、まだ納得していない様子である。そ

してついにはＩは口を尖らせて、自分の意見を主張する。Ｉが語尾をのばしているときに

はＳはうなずいており、理解をしようとしている。途中でＳは口を動かしており、意見を

言いたがっていることがわかる。その後のＳの発言に重なるようにＩが質問していること

から、Ｉは自分の意見を主張したいということがわかる。 
 
5. まとめの感想 
 トランスクリプトを作成するのはとても大変ですが、普段見えていない事象が見えてき

てとても興味深かったです。語尾をのばして相手にうなずきを促している行動など、日常

には、気づいていない秩序がたくさんあるのだと気づくことができました。 


